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はじめに :我々は,donorの 適応基準をより明確に

する目的で,移 植肝予備能評価法 としてのredox

tolereance test(以下,RTT)の 有用
″性を検討したの

で報告する。

対象と方法 :当科で肝生検が施行された,一 般血液

生化学検査上異常が認められない非糖尿病症例を対象

とした,肝 組織を光学顕微鏡下,病 理組織学的に正常

肝群 (n=lo),肝 細胞10～30%に 脂肪沈着を有する脂

肪沈着肝群 (n=7),30%以 上脂肪沈着が見られる脂

肪肝群(n=7)の 3群 に分類し,全例,術前にICG-15

分停滞率測定およびRTTを 行った。RTTは 75g糖負

荷試験を行い,経時的に動脈血を採取.120分間の血糖

増加量に対する動脈血を採取.120分間の血糖増加量に

対する動脈血中ケトン体比の増加量を,面 積計算で近

似したindex(以下,RTI)と して算定した。測定値は

Student t‐testにて検定,有意差判定は危険率 5%以 下

をもって有意と判定した.

結果 :各群間の年齢,性 ,肥 満度に
一定の傾向はな

く,ICG-15分 停滞率は3群 間に有意差は認められな

かった(ng。1上段).RTIは 正常肝群2.05±0.31に比

較して,脂肪沈着肝群0.77±0,11,脂肪肝群053± 0.03

ともに有意に低値であった(Fig。1下段).正常肝群で

はケトン体比,血 糖ともに正常な変動を示したのに対

し,他 の2群ではケトン体比の増加が緩慢で,血 糖値

は正常範囲内ながらも高い傾向を示した。ICG 15分停

滞率や他の肝機能検査とRTIに は相関性は認められ

なかった.

考察 :成人間における生体肝移植の成績は不良であ

り,そ の原因としてgra■が脂肪肝に陥つていること

が挙げられる.実 際,肝 細胞45%以 上に脂肪沈着が見

られる脂肪肝を用いた全肝移植の成績は不良とされて

おり1),成人間生体肝移植の場合,移植肝容量が少なく

なるため,graftの予備能はさらに重要な問題である

と考えられる。これに対し,移植に際してのgra■生検

の必要性も報告されているが
1ち
今回我々は肝予備能

を非侵襲的かつ客観的に知る方法として,小 澤ら
幼の

redox理論に基づいた肝ミトコンドリア予備能の指標
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Fig. 1 Comparison of ICG Rls titer (upper) and
redox tolerance index (RTI, lower)
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とされる,RTTの 有用性を肝組織像と対比して検討

した。我々の検討から,RTTは 血液生化学検査および

ICG-15分停滞率で異常が認められない脂肪肝症例に

おいて,こ れを診断するのに有用な検査であることが

示唆され,同 検査は肝移植の donor適 応基準のひとつ

の指標 となりうると考えられた。また,脂 肪肝は正常

肝に'ヒ較して,肝 エネルギー代謝の面で予備能が低下

していることが推察された.
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